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ボーリング柱状図
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166.59 0.85 0.85

礫混りシ
ルト
(M-G)

163.49 3.10 3.95

礫混り粘
性土
(C-G)

162.59 0.90 4.85

風化頁岩
(Sh)

159.39 3.20 8.05

頁岩
(Sh)

暗
褐

暗
褐
灰

暗
褐
灰

暗
灰

上位、腐植土主体。
礫径10から20mm混入。含水比は
下位から中位。

火山灰質粘土主体。
スコリア混じる。
含水比は下位から中位。
礫径10から25mm混入。
全体的に軟質となるが3.7mより固
結する。

コア長15から40cm主体。
全体に亀裂多く粘土化する。
含水比は高位。岩は軟質となる

コア長5から23cm主体。
全体に亀裂多い。
含水比は中位から高位。
砂岩層を挟む。
6.15から6.25m、岩片状となり、
亀裂部風化変質。
6.25mより非常に硬質、コア長
12から30cmの短柱状コア主体。
全体に無数の亀裂多く入り、所々
表層部若干軟化する。
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